
（別紙３）

〜 令和7年12⽉26⽇

（対象者数） １８名 （回答者数） ７名

〜 令和7年12⽉26⽇

（対象者数） ４名 （回答者数） ４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後も継続していき、保護者や本人からの希望を取り入れな
がら⽀援を⾏っていく。

2
今後も継続し、先の⾒通しが⽴ち、安定した事業所での時間
を過ごす事が出来るように⽀援していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
⾃⽴に向けての活動をするにも、利⽤⽣徒さんが楽しく、意
欲的に活動に取り組めるような内容を考えていきたい。

2
⽇頃から⽔害に対しての意識を向ける事と、⽣徒さんとの避
難や、⽔害についての学習の機会を増やしていく。

3

○事業所名 放課後等デイサービス みなてらす

○保護者評価実施期間 令和7年12⽉8⽇

○保護者評価有効回答数

令和7年12⽉8⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃己評価表作成⽇ 令和8年2⽉20⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⼩学校の⾼学年、中学部、⾼等部の⽣徒さんを主な対象とし
ている事で、「卒業した後の⾃⽴に向けて」に照準を絞り活
動内容を⾏っている。

強みと弱みが表裏⼀体となってしまっている気がする。利⽤
⽣徒さんが⼀⽇学校で過ごして疲れて来所する中、「⾃⽴に
向けての活動」にさらに疲れてしまっているように感じる。

台風など⽔害が起きた時に被害を受けやすい。
当事業所の近くに⼤きな河川があるため、台風や河川の氾濫
などが起きた際に影響を直にうけてしまう。

⼩学校の⾼学年、中学部、⾼等部の⽣徒さんを主な対象とし
ている事で、「卒業した後の⾃⽴に向けて」に照準を絞り活
動内容を⾏っている。

〈調理実習、創作活動、作業活動、学習⽀援、運動、室内
ゲーム〉をプログラムし、⾼校卒業後に⽣活していくのに必
要になっていくスキルを磨く⽀援を⾏っている。

視覚⽀援の充実
⽣徒⼀人⼀人が、⾃分の利⽤当⽇のプログラムが把握できる
ようにホワイトボードを⽤いて提示している。

事業所における⾃己評価総括表公表


